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題 目： 戦後の日本基督教団の宣教の社会的関与に関する研究 

        

氏 名： 大倉 一郎 

 

要    約： 

目的と章構成 

本論文は、日本基督教団の宣教における社会的関与の歴史的展開を戦後期、就中、1960 年代

中葉以降の四十年間余りの時期について、概観的な考察を踏まえたうえで、同時代の幾人かの宣

教者に焦点を絞って、その人物の実践と思想と霊性という視座から論究する。 

章の構成は以下の通りである。 

序 章 戦後の日本基督教団の社会的関与 

１．研究のモチーフ 

２．研究の課題と方法 

３．研究の構成と視座  

第一章 戦後の日本基督教団の宣教における社会的関与 

１．二つの概念モデル 

２．宣教とその展開 

2.1. 宣教という概念 

2.2. 宣教の社会的関与 

３．キリスト教の霊性 

3.1. 霊性の意味 

3.2. 宣教の霊性 

第二章 戦後の日本基督教団の宣教の模索と変革―宣教の実践・思想・霊性― 

１．戦時下及び 1940年代後半～1950年代の日本基督教団の 

社会的関与 

２．戦後の日本基督教団の宣教の模索 

３．宣教者の探求・批判的な姿勢・霊性 

４．宣教の社会的視座 

５．宣教の社会的思想 

６．実践と省察の霊性の解明へ 

第三章 岩井健作の宣教と思想、その霊性 

１．岩井健作のキリスト教宣教をめぐって 

２．岩井健作の人と歩み 

  2.1. 農村体験と「教会と社会」を問う信仰 

  2.2. 平和運動・赤岩栄・教会 

３．教会と反米軍基地の平和運動 

3.1. 反基地平和運動との連帯 

3.2. 宣教への新たな展望としての『教団戦責告白』 

3.3. 教会の体質改善とは何か 

４．個の主体性をもって教会の共同性を生きる霊性 
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第四章 犬養光博の宣教と思想、その霊性 

１．宣教者としての犬養光博 

２．犬養光博の人と思想形成の歩み 

2.1. 筑豊との出会いまで 

2.2. 筑豊での宣教活動と思想形成 

３．「苦学」としての筑豊宣教 

3.1. 実践の批判的省察 

3.2. 実践的知 

3.3. 宣教－福吉の苦学 

４．宣教の思想の変革 

4.1. 民衆－宣教の主体 

4.2.  祈り－人間化としての宣教 

4.3.  教会－イエス・キリストの出来事の場 

５．明識の霊性 

第五章 渡辺英俊の宣教と解放の神学の受容 

１．実践の解放の神学を問う 

２．渡辺英俊の人と歩み 

３．渡辺英俊と解放の神学 

3.1.「第三世界」の視座から 

3.2. 生きた解放の神学－フィリピンという現場 

４． 解放の実践と思想－移住労働者問題への取り組み 

 4.1. 市民的実践と神学的考察 

4.2. 二十一世紀の宣教と神学 

4.3. 日本での解放の教会にむかって 

５．宣教への解放のメッセージ 

第六章 渡辺英俊の宣教と思想、その霊性 

１．解放の神学から歩みだす宣教 

２．宣教の社会的関与と教会形成 

2.1. 宣教の社会的関与の軌跡 

  2.2. 教会形成の実験と省察 

  2.3. 共食の共同体の形成 

３．宣教の社会的関与と共同体を結ぶ視座 

3.1. 聖書を読む場 

3.2. 現代聖書学との対話 

3.3. イエスの福音のもたらす解放 

４．愛への解放の霊性 

終 章  今後の研究の課題と展望 

引用・参考文献・他 

 

各章要約： 

序章 

序章はこの研究の動機、テーマ、及び目的を述べる。戦後日本のキリスト教宣教は、社会的関

与の領域でその取り組みを多様化し、深化してきたことは個々の宣教者の証言を上げることがで
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きる。それらは歴史神学や宣教学の研究課題も生成することになる。先ずキリスト教宣教史の中

にそれらをどのように記述し得るだろうかとの問いを立てる。またその記述が的を射たものであ

りえるだろうかと問う。それらの問いに対する答えを以下のように提起する。先ず、宣教の社会

的関与は、キリスト教史、就中、教会史と有機的に結びついたイエス・キリストの福音そのもの

の宣教の出来事における現れと見る。この視座は、言い換えれば、教会共同体は福音宣教のため

に世界に遣わされ、福音宣教は、世界のみならず教会自身への招きとして、教会共同体を刷新し

形成すると表現することもできる。ただし、ここで言う教会と宣教との関係は、教会と福音宣教

の本質的相関関係を意味している。つまり、教会がイエス・キリストの弟子であることを根源的

に目ざして生きれば、その教会の宣教が、教会自身のイエス・キリストに従う営みを問い返し、

根源的なものにする。このことを、教会は宣教に遣わされ、宣教は教会をイエス・キリストの共

同体にすると言うのである。 

そのように考え得るならば、宣教とは、教会にとって福音の招きが外に向かうだけのベクトル

ではなく、自らの内にも向かうベクトルであるともいえる。宣教の社会的関与と本論文が呼んで

いる宣教は、とりわけ、宣教のもつ教会内外の双方向へのベクトルとしての性格を現してくると

考えられると指摘する。 

第一章 

第一章は序章の問いとそれに対する応答の検証のために、序章で述べた問題意識にたちながら、

それをキリスト教史としての記述に迎え入れて、具体的に記述するための方法を模索し、宣教の

社会的関与」、「宣教の霊性」の概念モデルを立て、その仮説的提案について詳細に説明する。 

さらに本章は、戦後の日本基督教団の宣教史に新たな宣教の実践と思想を展開した一群の宣教

者たちが 1960年代後半に登場したと指摘して、それらの宣教を理解するのに宣教の社会的関与

という概念モデルに照らして、その核心は人間化の宣教であると論じる。続いて、宣教の社会的

関与者の理解を実態に迫って掘り下げるのに宣教の霊性という概念モデルが妥当であると提案

し、それは社会活動を伴う批判的なキリスト教霊性であると指摘する。 

第二章 

第二章では、宣教の社会的関与と、宣教の霊性、という両概念を手がかりにして、アジア・太

平洋戦争後の日本基督教団の宣教史を、1960 年代以降を重点的な論考の範囲として、宣教の社

会的関与の概容を俯瞰する。具体的には、宣教の社会的関与者の概念で筆者がとらえている十名

の宣教者について、その事績を素描する。 

それらの人々の宣教の社会的関与に関して、教団を中心とした 1960年代からの宣教の社会的

関与の担い手たちを一つの群像として記述することでこの時代の宣教の特徴を示す。そのことを

通じて、それらの宣教者たちに共通する基本的性格を示す。それは、日本社会の諸問題の現場に

関わる宣教において、社会分断の下に限界状況や危機的事態にある人々と共に尊厳ある人間の生

を取り戻すために、それらの人々と連帯しながら社会問題に取り組み、あるいは社会運動を伴っ

て活動した営為である。それらの営為において宣教者たちはイエス・キリストの霊性を自らの生

の根源的方向として受け入れている。その宣教者たちの模索の中でイエス・キリストの福音は出

来事と共に現在化する。宣教の社会的関与の担い手たちは、そのような発見と証言をそれぞれの

働きを通じて示していると指摘する。 

第三章 

 第三章～第六章までの各章では、第二章に取りあげた十名の宣教者の中から、さらに個別の宣

教者を取りあげて、それぞれの宣教運動の実践と思想と霊性を考察して、それぞれの宣教論的意

味を解明する。いわば、宣教の社会的関与の歴史における事例的研究といえる。それらの考察で

は三人の日本基督教団の牧師であった宣教者をとりあげる。これらの人物は、戦後、おおむね
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1960年代～2010年代に宣教者としての活動や発信をしてきた世代に属する人々である。 

先ず、第三章では岩井健作の実践と思想、その霊性を取り上げて論究している。岩井は、1960

年代から主に教団岩国教会牧師として、同地で平和運動、反米軍基地運動に関与し、その経験を

通じて個々のキリスト者が自らの主体性において宣教と教会形成を担う活動と主張を行った。岩

井は、信仰者の主体性を一貫して重視し、『教団戦責告白』 を戦後宣教の原点として、その重要

性を認めつつ、さらに伝統的信仰告白への批判的検討を試み、その神学的模索の基底に歴史的聖

書の読み方を用いることを重要と考えている。そこから教団教会の体質改善の道を、自らと立場

を異にする人々とも粘り強い対話を通じて模索した。岩井には個の主体性をもって教会の共同性

を生きる霊性を見出すことができると指摘する。 

第四章 

第四章は犬養光博の宣教と思想、その霊性を論究する。宣教者としての犬養は、早くから北九

州の炭鉱地帯筑豊で、炭鉱閉山後の困窮に直面した筑豊地域の子ども、若者、女性、老人、労働

者たちとの出会いを経験し、その支援活動を担うべく筑豊での宣教の生涯を始める。さらに戦後

最大の健康被害者を生んだカネミ油症事件に関わり、被害者救援運動への連帯活動を担った。そ

れらの活動の半世紀に及ぶ経験と自省的な思索から、犬養は、福音宣教を「福吉の苦学 」と理解

し、宣教の思想の変革をたどって行く。さらに民衆を宣教の主体として再発見し、祈りを人間化

としての宣教の営みととらえ、教会を教団組織や個別教会の次元ではなく、イエス・キリストの

出来事の生起する場ととらえる思想を深めていった。その実践と思想の在り方から形成された犬

養の霊性を明識の霊性として捉えることができると指摘する。 

第五章 

第五章は渡辺英俊の宣教と解放の神学の受容をテーマに論究する。渡辺は、教団の牧師として

教団全国社会委員会委員長などの職務を経験して、宣教の社会的関与の実践と思想を掘り下げた

が、宣教の社会関与のあるべき姿と日本の教会の現実との間の乖離と矛盾ともいうべき緊張に行

き詰まりを経験する。その経験から解放の神学に関心を抱いて、教団の宣教の社会的関与に新た

な展開を模索した。 

本章では、その渡辺の解放の神学との関りと受容の内容を解明する。渡辺の解放の神学理解は、

宣教の現場からの接近として、実践の解放の神学を問うという姿勢が際立っている。その志向か

ら生きた解放の神学を求める意図をもってフィリピンの宣教の現場に学んだ。帰国後、その学び

を手がかりに、渡辺の宣教の実践は、当時、日本社会で顕在化してきた移住労働者問題に取り組

むという活動に焦点化した。以上のような渡辺の軌跡を解明し、その宣教思想が実践的な視座か

らの解放の神学の受容として一貫していたことを指摘する。 

第六章 

 第六章は、前章の知見に基づいて、帰国後の渡辺英俊の宣教と思想、その霊性を論究する。渡

辺は、解放の神学の視座からの宣教の社会的関与を明確にしたうえで、横浜寿町に伝道所を開設

して宣教と教会形成に着手した。その後の渡辺の宣教の社会的関与と教会形成の内容を、移住労

働者問題や寿町地域活動における実践と、それらに密接に関わる礼拝メッセージを主な手掛かり

に論究する。 

渡辺が教会形成の実験と省察から提唱したのは、共食の共同体としての教会の形成である。渡

辺の言う共食とは、実際の実践として、教会の聖餐の伝統を閉鎖的宗教性に閉じ込めることなく、

寿町での野宿生活者への炊き出し活動にまでつながる宣教の営みとして洞察した表現である。こ

のような宣教の社会的関与と共同体を結ぶ視座として、渡辺は聖書を読む場と読む者の社会的立

脚点を重視し、聖書理解を現代の歴史的聖書学との対話によって解放的な方向に意識化している。

以上のような渡辺の宣教と思想の論究から、イエスの福音のもたらす解放の豊かさを証言する渡
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辺の霊性を愛への解放の霊性と呼び得ると指摘する。 

終章 

終章は、本研究の到達点を振り返り、今後の課題を指摘する。前章までの論究によって我々は

一つの歴史的反省を自覚しえると指摘する。つまり、第二章の堀光男の指摘のように、教団の

1960 年代の動向から教団の社会活動の歩みは、政治・社会問題に対する教団のアレルギー体質

を改善したと理解できる。しかし、同時に 1960年代の終わりごろから「福音派」と「社会派」

という無意味なレッテル貼りと相互非難もなされるようになったとの反省点も述べた。この反省

点は、今日まで悩ましい教団の状況として連続していると考えられる。 

 その時代を生きた宣教の社会的関与の担い手、岩井健作、犬養光博、渡辺英俊という個々人に

焦点を合わせれば、これら三人の教団の牧師たちの宣教の軌跡において、1960 年代からの教団

での宣教の社会的関与は、グローバルなキリスト教宣教史の中に次のような意味で位置づけをも

っていることが分かる。それは第二次世界大戦後の世界教会運動の宣教学の潮流に対する日本の

プロテスタント宣教者たちの応答の歴史だったということである。第二次世界大戦後の宣教学的

転換というべきミッショオ・デイの宣教論は、人間化の宣教論として 1960年代には日本のプロ

テスタント宣教者たちは知っていた。またミッショオ・デイの宣教論を「第三世界」状況で深化

した解放の神学の宣教論もまた、教団の宣教の社会的関与の担い手たちは受けとめて応答してい

たのである。 

しかし、他方で、1960年代からの教団の宣教の社会的関与は、日本のプロテスタント・キリス

ト教史の文脈においてこそ重要な位置づけをもっている。この研究が取り上げた宣教の社会的関

与の担い手たちは、それぞれの宣教の現場で、1960 年代日本社会に噴出していた分断状況の抑

圧を被っていた民衆と出会った。そこで、人間を踏みにじる資本と権力への憤り、侮辱され痛み

を負った民衆への共感が、宣教者たちに自他の人間の尊厳と宣教者のミニストリーの再発見を、

福音のメッセージに照らして迫ったということである。 

まとめ 

宣教の社会的関与の担い手たちは、おおむねその宣教の当初から教会中心の改宗的伝道主義に

対する疑問や批判から出発し、それぞれの宣教の実践を重ねるなかで、従来の宣教と教会への批

判の側面だけでなく、それらの再形成の課題に直面して行った。一方で、批判の側面を強く示し

た宣教者もあった。それらを思想の限界と見るか。他方、批判しつつ再形成の課題を意識した宣

教者もあった。それらには思想の可能性を認めるか。これらのことは単純に、一律に判断できな

い。判断の変数は幾つかあって、その宣教者が関わった社会問題や社会運動の性格や動向、教団・

教会・会衆との関係性、何よりも福音理解のあり方、などがそれである。その多元的な判断の必

要を前提としたうえで、それぞれの宣教者が 1960年代からの時代状況の中で、分断との対峙と

克服の運動において個性をもつ宣教の歴史を歩んだのだと考えられる。 

しかし、同時にいずれの宣教者も、教会というキリスト教共同体と宣教の社会的関与との関係

の課題をめぐってさまざまに模索した。その課題を担う主体としての個人と共同体としての教会

の関係の問題ともいえる。教会の共同性とは、人間同士の分断を越える連帯を祈りと行動におい

て放棄するならば、教会としては真実とは言えないであろう。たとえ困難な課題であっても、分

断の克服はすでに教会そのものにおいて根本的課題である。 

教会の宣教を「福音派」、そうでなければ「社会派」という二分法のもとに判断する発想は、

あまりに表層的で狭隘だと言えよう。それは、宣教の歴史―観念ではなく―に照らして反省され

なければならない。宣教における福音の多様で豊かな証言は、宣教の社会的関与の生きた経験か

ら聴くことができる。さらに宣教の社会的関与の研究における個別研究の必要が認められる。最

後にこの論究によって、戦後の教団の宣教の社会的関与の理解には、近代植民地主義の支配を経
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験したアジア諸民族のキリスト教宣教史に関連した理解の形成が今後の研究課題であると指摘

する。 
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